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＜要　約＞

私自身は25年程前に障害児の支援に関わる仕事

に就いて、実際に障害をもった子どもたちとの直接

支援に関わってきました。多分この西部地域療育セ

ンターさんがちょうど25年くらいになられると思

うのですが、名古屋市内で初めて地域療育センター

ができたくらいの時期になります。最初に私が出

会った子どもたちは、今はもう30代前半になります。

最初は児童指導員として直接障害のある子どもたち

と関わる仕事からスタートしたのですが、それを

ベースにしながら、大学の方で発達心理学を学んで

いたこともあって、子どもたちの発達検査等も園の

中で実施しながら発達の状況を保護者の方にお伝え

したりする業務にも携わってきました。

さわらび園は、約47年前に名古屋市千種区の地

で、その当時は精神薄弱児通園施設という名称で、

障害を持った子どもたちが通う場所としてスタート

しています。さわらび園は年齢的には2歳から就学

前までの乳幼児期の子どもたちが通う療育の場所に

なるのですが、特徴として親子通園（母子通園）と

いう形態をベースにしています。今も開設当時の形

態を一部変えながらですが、基本的には保護者への

支援もプログラムの中に入れ込みながら療育をして

います。もう一つの特徴としては、子どもたちは学

校に上がったり、なかには途中で就園されて保育園

や幼稚園に行かれるお子さんもいらっしゃいます

が、さわらび園を卒園をした後のアフターケアを

行っています。希望される方は卒園して高校3年生

くらいの年齢まで、子どもたちや保護者の相談も含

めてアフターケアをしていますので、卒園した子ど

もたちがどんな経過を辿って学齢期を過ごし、成人

期に向かっているのかということを見続けてきてい

ます。

私どもの法人の中には成人の障害をもった方の施

設も何か所かあります。私自身も1年ほど中村区に

あるべにしだの家という障害者支援施設で、入所施

設とグループホーム、日中の生活介護事業をやって

いる場所ですが、そこで成人の方の支援に携わって

いた期間もあります。
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乳幼児期の子どもたちや家族へのかかわりが主で

はありますけれども、その後の学齢期や大人になっ

たときに、幼児期や学齢期の支援がどんなふうにつ

ながっていくのかということも実際に子どもの姿や

家族とのかかわりの中からいろいろ感じながらやっ

てきました。今日はそのあたりも少しお話できたら

と思っています。

今日お越しの方々は乳児期に関わっている保育士

の先生方や、実際に療育に携わっている先生方がほ

とんどだとお聞きしています。学齢期を含めたこの

児童期に関わる支援者の役割ということを考えたと

きに、私たちが関わっているこの仕事の大きな役割

の一つは、やはり子どもの育ちを支えるということ

だと思います。そしてもう一つは、子どもが育って

いくための子育ての部分を支えていくということ

も、この児童期に関わっていく私たちの役割ではな

いかと思います。保育園等でも子育て支援を意識

したいろんな取り組みをされている園も増えている

かと思いますが、子どもの育ちを支えるお母さんの

子育ての部分を支えていくことが今、本当に大切に

なってきていると感じます。

今日はこのことをベースに、前半は子どもへの発

達支援の子どもの育ちを支えるという部分に関して

の話をさせていただいて、後半に家族への支援、子

どもの育てを支えるという部分の家族支援のことに

ついての話をします。そして、最後にそれぞれの機

関のつながる支援について少しふれたいと思ってい

ます。

まず、子どもへの支援のお話をする前にお伝えし

たいことですが、現在、児童発達支援センター（以

下、センター）や児童発達支援事業所（以下、事業

所）で事業を行っていく上では、児童発達支援管理

責任者という資格が必要になっています。

私自身もその資格を愛知県の研修を受けて持って

います。児童発達支援管理責任者の研修は毎年開か

れていますが、10年くらい前から私自身も複数の

講師の一人としてその研修に携わっています。その

中でお伝えしていることにもなりますが、児童発達

支援事業に関わる支援者が押さえておく３つの視点

があります。この3つの視点をベースに、この時期

の発達支援を行っていくことが大事だと示されてい

ます。１つ目は発達支援、2つ目は家族支援、3つ

目は地域支援です。

私が長年療育に携わってきている中で、療育の専

門性とは何であろうと考えたときに、一つはその子

ども自身の発達のラインに合わせて行っていくベー

スを持つということです。もう一つは子ども自身が

そのときの状況で出来ることを見つけながら、子ど

ものことだけではなく家族のかかわりであったり、

周りのかかわりを調整していく、こういった視点も

療育の専門性の一つではないかと思います。この調

整の部分は対人関係の調整や、環境の調整というの

も入ってきます。

各機関におけるそれぞれの専門性があり、保育の

現場や教育の現場の専門性も当然あるかと思いま

す。保育園や幼稚園においては、子どもたちの年齢

に合わせた目的やねらいを基に保育や教育が行われ

ているかと思います。療育の場面では、少人数での

クラス編成の中で、子ども一人一人の発達の状況に

合わせたかかわりというのがとても大切です。その

子に合わせたかかわりや実際の支援が行われるとい

うことが療育の専門性の中に入ってきます。

児童発達支援事業の中では、個別支援計画という

一人一人の子どもの発達に合った計画を作成するこ

とが義務付けられています。そのため、センターや

事業所で療育に通っているお子さんに関しては、そ

の子の個別の支援計画というものがあるはずです。

それに基づいて定期的に子どもの状況を見直しなが

ら療育を進めていくという形になっています。

さわらび園は定員が30名という小さなセンター

になりますが、全部で4クラスあって、7～8名を

1クラスとして療育を行っています。7～8名の子

どもたちに職員を3名くらい配置してそれぞれの子

どもの状況に合わせた個別的な、丁寧なかかわりを

行っています。実際の療育の内容は、それぞれ療育

をやっている場所によっても多少違いはあるかと思

いますけれども、基本的なプログラムは共通する部

分も多いと思います。

ここからは、さわらび園の療育プログラムの実践

の中から子どもへのかかわりについて、お話をした

いと思います。

療育に最初に通う子どもたちにとっては初めての

集団の場になりますので、子ども自身の生活リズム

を作っていくことが必要になってきます。そのベー

スをまず作りながら療育していきます。実際の内容

としては、遊びを通してのプログラムであったり、
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最初は基本的な身辺自立の部分は未経験や未自立の

状況のお子さんがほとんどですので、身辺自立の部

分も丁寧にかかわりをもっていくことになります。

例えば、さわらび園に最初にみえるお子さんは、

早いお子さんで2歳くらいです。保健センターの１

歳半検診後に発達の状況が少し心配だということ

で、まず週1回の親子でのグループ等につながる方

が多いです。まず週1回通うところからスタートし

て、お子さんの状況によって通園という園児のクラ

スの方に入園する方が多いです。そうなると週3日

から最終的には週5日毎日通うというリズムが作ら

れていくのですが、その中で身辺自立等にも取り組

んでいきます。

最初はほとんどのお子さんがおむつや紙パンツで

みえます。お家でもトイレトレーニングが出来てい

ない状況で最初お会いすることが多いです。最初に

することは子ども自身がトイレという場所を知って

いるか、まずは出ても、出なくてもトイレに誘って

みて、トイレにまず入ってみるというところからス

タートします。トイレに入れたら、便座に座ってみ

て、座るという体験を定期的に、時間を見ながらし

ていきます。そのあたりがスムーズに出来るように

なってきたら、お母さんと相談して、園内で過ごす

ときはおむつからパンツに替えるという取り組みを

始めます。これは大体どれくらいの時間で排泄がさ

れているかというのが紙パンツだとなかなか分から

ない場合が多いので、1時間くらいもつようになっ

ているのか、それとも30分くらいで出るのか、子

どもの状況を確認するために、お母さんと相談しな

がらパンツに替える取り組みをスタートさせます。

最初は子どもも経験がないので失敗することがほと

んどですが、失敗したときに濡れたことの反応がど

うなのかも子どもによって様々です。その状況も確

認しながら、失敗した後にトイレに行って、トイレ

に座って着替えるということをしていきます。大体

の時間間隔が分かってきたらその子の時間間隔を見

ながら、その時間でトイレに誘ってみるということ

を始めていきます。そのタイミングでちょうどトイ

レで出る子もいますし、そうなるまでに時間がかか

るお子さんもいます。ただ通う中で少しずつその取

り組みを重ねていくと、毎日通い始めたお子さんだ

と1か月～3か月くらい、遅くとも1年以内にはお

むつからパンツでトイレで出来るようになっていく

お子さんがほとんどです。

また、さわらび園はお母さんも一緒に過ごす親子

での療育の日があるので、お母さんが一緒のときは

お母さんに一緒にかかわりを持ってもらいます。お

母さん自身もどのように誘うと子どもがトイレに

入ってくれるのか、便座に座ってくれるのか、出そ

うなときのタイミングはいつかということを知って

いくと、子どもへのかかわりが少しずつ変わってい

きます。そして、園でそういったことが少しずつ出

来るようになってくると、それがお家でのかかわり

にも少しずつつながります。するとお家でもパンツ

で過ごす時間を作れたり、お家のトイレでも出来る

ようになったりしてきます。身辺自立の部分は、さ

わらび園の場合は園で取り組みをまずしながら、少

しずつ最終的にはお家へつなげていくという目標を

持って進めていっています。

食事等もプロセスとしては一緒ですね。最初は偏

食の状況で入ってくるお子さんが8割近くです。食

事のことはお母さんにとっては困り感のひとつで、

どうしていいのか分からないという状況で来る方が

ほとんどです。食事の場合もまず、お家ではどんな

ふうに食べているのか、どんなメニューを食べてい

るのか、食べているときはお家でお母さんがどう関

わっているのかという細かなお家での様子をまず聞

いていくところから始めていきます。お家での状況

やお母さん自身の困り感などを丁寧に確かめ、園で

の食事のときの本人の様子を観察するというところ

からスタートしていきます。

最初は5分も席に座っていられないというお子さ

んが多く、食事の時間席に座って食べることが難し

かったり、好きなものだけ食べてその後はすすめて

も食べようとしなかったりという状況があります。

家での様子がいろいろ分かってくると、子どもが嫌

いで食べないというよりもお母さんがあまり出した

ことがなかったり、子どもが食べないので段々食卓

に出さなくなってしまって本人が食べたことのある

ものしか目にしない食事の状況になっているという

こともあります。

食事は1日3回あるので、園の取り組みだけで進

めていくことは難しい部分があります。まずお家で

は、本人が食べても食べなくても家族と同じものを

出してみるということもお母さんと相談しながら進

めていきます。　

また、さわらび園では年間でお泊り保育の機会が

2回ぐらいあり、お泊り保育のときは続けて食事の

様子も見られますので、たくさん遊んでおなかが空
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いたら少し自分で食べるという子もいたり、子ども

自身がどう食の経験を広げていくきっかけを作って

いくかということも見ていきます。

食べられるものが増えてきたり、座って食事に向

かう時間が少しずつ長くなってきたりして、親子療

育の日にお母さん自身がそういった子どもの姿を目

にすると、この子は嫌いで食べないのじゃなくて、

食べたことがなくて食べられなかったんだとお母さ

ん自身に気づきが出てきます。そうすると、園の給

食で食べたものをお家で少し出してみたりする取り

組みが始まります。

特に身辺面のことは、お家と連携を取りながらお

母さん自身の思いを聞きながら進めていくというこ

とが大きなポイントです。

子どもたちのことを知っていくうえで、子どもの

発達の状況を知るということはとても大切ですが、

そのためには定型の子どもたちの発達のプロセスを

知っているということがすごく大事になってきま

す。さわらび園の職員も定型の子たちの発達のプロ

セスの勉強をしています。そのうえで、今の子ども

の発達の状況はどうなのかということを把握してい

きます。

発達状況というと発達検査や知能検査の結果と思

われる先生方も多いと思いますが、確かに知能検査

の結果というのは子どもの発達評価をしていくうえ

で一つの大きな材料になってくると思います。知能

検査の結果を見て、子どもが今どんな発達状況にい

るのかということを知っていくのですが、知能検査

は検査室という個別の場面で他の刺激が少ない状況

なので、子どもによっては比較的分かりやすい環境

設定がされている中で行います。そのため、集団場

面の中で見せる子どもの姿と結構ギャップがあるお

子さんもいますので、集団の中でのその子の状況、

困り感や理解の仕方も併せて発達状況を把握してい

くことが大事です。

なぜ発達を知ることが大事かというところで、定

型発達のお子さんの場合はお子さんの方から積極的

に周りに働きかけたり、周りのことを真似したり、

自分で吸収していく力というのが年齢と共について

いくお子さんがほとんどかと思いますが、ハンディ

キャップのあるお子さんの場合、自然に学んでいく

ということがなかなか難しいお子さんが多いかと思

います。そのため、こちらが適切に本人に分かるよ

うに対応していくということがポイントになるの

で、その子の発達を知って、その子に分かりやすい

かかわりを見つけていくということが必要なことだ

と感じます。

特に発達障害のお子さん、自閉症スペクトラムの

診断を受けているお子さんですと発達のアンバラン

スさがあったりします。発達検査では、例えばDQ

が60～70あるお子さんでも発達の中身を見てい

くと全てがその力があるわけではなくて、分かって

いる部分と落ち込んでいる部分があるというお子さ

んも多いかと思います。そのため、発達検査も数字

だけではなくて、中身を確認したり知ることが出来

ると、お子さんのことを細かく知ることにつながっ

ていくと思います。

また、その子の得意なこと、そして苦手なことを

知っていくということも、お子さんと関わるうえで

は重要です。得意なことは出来るだけそれを活かし

ていく工夫を考えられるといいと思います。例え

ば、耳で聞いただけだと入りにくいお子さんでも実

物を見せたり写真を見せたり視覚的な提示で補助を

してあげると注目がしやすいお子さんもいると思い

ます。本人が得意なことを知っておくと本人のかか

わりに活かしていくこともしやすいです。そういっ

た意味で、障害特性を知っていくことも発達を知る

ということと併せて大事なことになってくると思い

ます。障害特性の部分は、例えば自閉症のお子さん

の特徴はこういうことが特徴としてみられますよと

か一般的に言われていたりしますが、更にそこから

少し踏み込んでその子自身はどうなのか、同じ自閉

症の診断をうけているお子さんでも、その子の得意

不得意や特性の部分も含めて違いがあるかと思いま

すので、本人自身の障害特性の理解というのが大事

になってくるかなと思います。

他には遊び方を観察していると、発達の子どもの

状況がみえてくると思います。例えばミニカーを並

べたり、何かを眺めたり、絵本を見るよりもめくる

ということが楽しみのお子さんの場合、感覚的な遊

びの段階にいるのだなと分かったりします。同じミ

ニカーでも、実際にそれを走らせて遊んだりだとか、

例えば何かと組み合わせてその上を走らせたりとい

うような動きが出てきているお子さんの場合は見立

てる力が少しずつついてきているなと見ることも出

来ると思います。

また、実際に子どもと関わるときに大事になって

くることとして、まずその子のことを知って関係を
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つくっていくということが第一歩になっていくと思

うのですが、まず、大人との関係がどれくらいとれ

るか見ていくことが必要かと思います。友達同士

で、おもちゃの取り合いだったり、友達が使ってい

るところに入っていくときに、相手の状況が見えて

いなくてトラブルになったりと、子ども同士の集団

では起こったりすると思います。そうしたときには

大人が媒介になって他の子との関係をつないでいく

ということが必要になってきます。しかし、仲介を

している大人に注目出来ないと仲介はうまくいきま

せん。そのため、大人との関係がどれくらいとれる

ようになっているのかということも見ながら、集団

の中での他の子との関係調整につなげていきます。

スモールステップで関わるというのも大事だと思

います。今の子どもの状況でやれること、やれそう

なことは何かというのを見極めていくことです。す

ぐには難しいことは、どういうステップを踏めば出

来るようになっていくのかと、それを細分化して、

まず、小さな階段を昇っていくというスモールス

テップに変えながらかかわりを持っていくというこ

とが必要かと思います。

また集団生活をおくるうえでは、子ども自身が次

の行動の見通しを持てているということが大きな安

心感につながっていきます。何が起こるかが分から

ない状況では不安になったり、パニックになったり

というお子さんもいるかと思います。決まった流れ

で、決まった手順で進んでいくということで見通し

が子どもの中に少しずつ持てるようになっていきま

すので、さわらび園の場合も新年度の特に最初は、

生活の流れは変えずに同じことを出来るだけ繰り返

し、子ども自身がまず安心出来る空間や環境を作っ

ていくところからスタートしていきます。少しずつ

見通しがついてきたなと感じたら、プログラムに

少し変化を加えたりして、生活全体を見たときに

子ども自身が見通しをつけながら次に進んでいけ

るような環境調整も出来るといいかなというふう

に思います。

最後に、できれば最終的に成功体験にしてあげる

ことが大事です。うまくいかなかった、やれなかっ

たという状況で終わってしまうと、それが学習に

なっていってしまう場合があります。難しいことで

すが、最終的には少し子どもがやれたなとか、こう

いうふうにやればいいんだなと子ども自身が感じら

れるようなかかわりを工夫していけるといいなと思

います。

みなさん、普段子どもと関わってみえる中で、集

団行動になじめなかったり、癇癪が強かったり、場

面が切り替えられなかったりといった、子どもたち

の気になる行動はありませんか？　そういった子ど

もの行動の背景にあるものが何だろうかと見ていっ

たときに、集団行動がとれないというお子さんの場

合、そもそも言われていることがよく分からなくて

そうなっているのか、周りの状況が見えていなくて

そうなっているのか、興味や関心が持てなくて参加

しないのか、まだ長い時間集中することが難しいの

で、最初は注目しているけれども、その後集団から

外れてしまうという状況にあるのか…、中身を見て

いくと、今の子どもの状況というのが見えてくるか

と思います。

さわらび園では、保育所等訪問支援事業という国

の事業を平成25年から行っています。この事業で

は、保育園や幼稚園に訪問支援員が実際に行ってそ

の子の観察をしたり実際に直接支援をしたりしてい

ます。

訪問先の保育園で、「全体活動になると必ず部屋

を出て行っちゃう子がいて、どう関わればその子の

ためになるのか？」というお話が保育士さんからあ

りました。

訪問支援員がその子の様子を客観的に観察してい

ると、本人はやることがよく分からない、全体活動

が始まるまで待つ時間があったりすると何時まで待

てばいいのか分からない、何が始まるのかが分から

なくて、その場にいることが難しいんじゃないだろ

うかという仮説や見立てが出来てきました。そのこ

とを保育士さんに話をしたら保育士さんも思い当た

る部分があったようで、「そうかもしれません、待

つ時間があまり無くって、本人がやることがわかる

ときは全体活動でも少しの時間で出て行っちゃうこ

とはないので…」という話になって、全体活動が始

まるまでの時間に本人の関心のあるものを少し取り

入れてもらったのですね。そしたら、最終的には部

屋を出ていっちゃったんですが、少しその場で過ご

すことが出来て、出ていくまでの時間が長かったの

です。

なぜそこに子どもがいられないのかということが

見えてくると、どんな工夫が出来そうなのかとか、

先生の人数や体制にもよると思うのですがどんな工

夫が可能なのかということを見つけられるかなと思

います。

他には、やってほしくないことをやってしまうお
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子さんには、「やっちゃダメだよ」って止めるかか

わりが多くなりますよね。ただその後に必ずどうし

たらいいのかということも併せて子どもに伝えてあ

げることが大事だと思います。この間の訪問支援の

話なのですが、園庭で遊んでいるときに、石を口に

入れちゃう子がいたんですね。「食べちゃダメだよ」

と保育士さんが声をかけたら、その子は石を口に入

れたんです。保育士さんは本人が石を手に持ってい

たので、「食べちゃダメだよ」と言ったら、口に入

れたと。どう関わるとよかったのだろうかと振り返

りをしていて、もしかしたら、“食べる”という言

葉に反応していたのかもしれない、“ダメだよ”っ

てことが伝えたかったけど、「食べちゃダメだよ」

の“食べる”という言葉が先に入ったのかもしれな

いので、石を持った時に「ここに置こうかと伝えた

らどうでしょうね」という話をして、次の同じよう

な場面で、保育士さんがそのようにその子に言った

ら、その子は石を置いてくれたそうです。

どうするといいのか、どう伝えていくと分かりや

すいのかということをお子さんの理解の状況を見な

がら探っていくことが大事かなと思います。

そして、一方的でないやりとりを大切にしてほし

いと思います。子どもからの反応が最初はなかなか

返ってこないことも多いと思いますが、こちらが伝

えたことがどのように伝わったのかということを見

ていく、子どもからははっきりした反応が無かった

けれども、こちらの方をチラッと見る姿があったと

か、こちらが伝えたことがどう相手に届いているの

かということを見ながらかかわりを持っていくとい

うことが大切だと思います。

日常生活や遊びを通しての部分で、みなさんも

やっていることだと思いますが、子ども自身に大人

と一緒に何かをすることが楽しいと感じてもらうこ

と。その次の段階として何かに取り組むと褒められ

たり、認めてもらったりそれが嬉しいというふうに

感じられること。そういったことが、次の学齢期に

なって集団の中で過ごしていくことや学習や課題に

取り組むということにつながっていくと思います。

幼児期は学齢期につなぐその前のベースの部分を

作っている時期ですので、そういった体験を幼児期

にどれだけ子どもたちが重ねられるか、そのために

どんな工夫が出来るかということを考えていけると

いいなと思います。

園の研修会でお母さんにもお伝えしていますが、

お子さんに障害があるということで子どもたち自身

は分かりにくさや困り感を持って過ごしています。

適切なかかわりを受けることができないと、それ

が二次障害のかたちとなって更に子どもに負荷がか

かってきます。そういったことがどんどん積み重

なっていくと、人間関係も上手くとれなくなって子

ども自身の本来の姿がはっきりと見えにくくなって

いく、こんな状況が起きていく可能性があると思い

ます。そのため療育の中で大事にしているのは、子

ども自身の障害自体を無くすことは出来ないけれ

ど、周りの環境であったり、本人自身に適切に関わ

れるかというところで、子ども自身が出来るだけそ

の子らしさを大事にしながら生活できるように、そ

んな環境調整とかかわりの調整が出来たらと思って

います。

幼児期に身につけておきたいことについては、今

までお話した中で重なりますので細かくお伝えしま

せんが、自己肯定感を持つとか自己理解の部分は、

学齢期の課題にもなってくるかと思います。自分自

身が認められたという体験がきちんと子どもの中に

重なっているかということ、そして自分自身の得意

なことや苦手なことを本人自身が少しずつ理解でき

ているということが、特に学齢期以降、大人になっ

てからの生活の部分に大きく関わってくると感じま

す。幼児期に関わっている私たちはどうしても基本

的に幼児期の子どもたちへのかかわりをベースに考

えていきますが、この先、子どもたちがどんな育ち

をしていくのか、どんなことが発達課題になってく

るのかという少し先のことも視野に入れながら、今

何が出来るのかということを考えていけるといいと

思います。ライフステージを通して発達を支援して

いくということが子どもたちの人生を考えていく上

では、とても大事になってきます。

このあと保護者への支援の部分を少しお話ししよ

うと思いますけれども、今日は私自身が出会ってき

たお母さんの姿をお伝えしようと思います。

お母さん自身がどんな心のプロセスを辿って、子

どもを育てていくのか、子どもに障害があるという

ことを受け止めていくのかということに少しふれた

いと思います。

さわらび園では、卒園するときにお母さんに文章

を書いてもらうのですが、その文章からお母さんた

ちの言葉をひろって子どもの障害が分かってから子
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どもと歩む中でお母さん自身が感じてきたことを

10分くらいのスライドにまとめましたので、今か

らそれを見ていただけたらと思います。

～スライド上映～

今、見ていただいたのが、さわらび園に通った何

人かのお母さん方が卒園のときに書かれた文章から

の言葉です。最後に、『我が子へ』というメッセー

ジを書かれたお母さんは、今はお子さんが中学校３

年生になりました。次の進路に向けて今またお子さ

んと一緒に歩んでいるところです。お母さんたちの

抱えているいろんな思い、どんなプロセスを辿って

子どもを障害のことも含めて受け入れていくのか、

なかなか受け入れられない気持ちを持ちながらどう

歩んでいくのかというお母さんの心のプロセスを少

し感じとっていただけたらと思います。

保護者支援では、保護者から発信されるニーズと

支援者がこういうことが出来るといいんじゃないか

ということがずれているということがよくあると思

います。そうしたときこそ、子ども自身の状況をま

ずしっかりと見極め、お母さんの思いを聞いたうえ

で、お母さんの願いに至るまでには、どんなステッ

プを踏めばいいのかということを丁寧に紐解きなが

ら、お母さんと共有しながら、そのためにまず何か

らやるかという話をしていけるといいと思います。

保護者の思いを聴く、受け止めるのがお母さんと

の関係を築いていく第一歩になると思います。お母

さん自身がお子さんのことをどう知っていけるか、

保護者の気づきが実際の子どものかかわりにつな

がっていきますから、そこの部分をどう私たちが支

えられるかというところが、保護者をサポートして

いくうえでとても大事になってくると思います。家

族自身が本来持っている姿を引き出して子どものか

かわりにつなげていけるといいなと思います。今日

は時間がないのでふれることはしませんが、お母さ

ん以外の家族、お父さんであったり、おじいちゃん、

おばあちゃんの理解がどれくらいあるのか、お母さ

んを支える体制がとれているご家族なのかというこ

とも併せて見ていくことが必要です。やはり、そこ

を支えていく環境がないとお母さん自身が一人で子

どものことを担っていくというのはかなり大変なの

で、協力がとれている家族なのか、そんな情報もお

母さんと話をしながら把握するといいかなと思いま

す。あとは、障害のある子以外のきょうだいの子へ

の支援であったり、サポートという部分も今少しず

つ、視点が向けられるようになってきていますが、

これも大事な部分だと思います。

最後に、つながる支援についてですが、ライフス

テージを見通した支援ということで、特にこの幼児

期に関わる私たちは必ず次の機関に子どもを送り出

すことになります。その移行期をどうつないでいく

かという移行支援の部分がすごく大事です。例えば、

療育の園から保育園・幼稚園や学校へ、また保育園・

幼稚園から学校へという移行期の部分で次の機関に

お子さんのことやご家族のことをどうつないでバト

ンタッチしていくのかということも子どものライフ

ステージをつないでいくうえでは大事な部分です。

縦と横のネットワークというところです。子どもの

年齢に従って次の段階へ、幼児期から学齢期、そし

て成人期へというその縦の部分の機関をつないでい

くというところも重要ですし、同じ時期に関わって

いる機関同士が子どもや家族のことを一緒に考え合

うことも必要です。そういう意味では、今日のよう

に西部地域療育センターさんの連続講座に地域の保

育園の先生方が足を運んでいることであったり、一

緒に考え合う場を地域の中で作っているということ

も、長く続けられている素晴らしい取り組みだなと

思います。

そして、お母さん同士もつながっていく力を持て

ているのか、例えばお母さんが相談する場所とのつ

ながりをもつというのも大事ですが、お母さん同士

の横のつながりがどれくらい持てているのかという

ことも、この先お母さんの大きな力になったりしま

す。お母さん同士が知り合ったり、つながっていく

ということも子どもたちの育ちを支えていくうえで

は大きなポイントになる部分かと思います。

まず子どもへの発達支援のベースがあって、それ

をご家族とどう共有していくかということが私たち

の仕事の大きな役割になってきます。私もそこに携

わる一人としてこの先も地域の中で子どもやご家族

と出会っていきたいと思っていますし、今日こうい

う機会をいただきましたが、他機関の先生方とのつ

ながりも大事にしながら子どもたちや家族の支援に

引き続き携わっていけたらと思っています。

今日はどうもありがとうございました。

※令和元年11月22日に行われた名古屋市西部地

域療育センター連続講座でお話しした内容を一部修

正加筆して、まとめたものです。


